
【卵】複数の字典に九経字様の例が載っているが、官板の九経
字様には見えない。西安の石碑にはあるのだろうか。

【印】行書の偏は横線2本を書き「レ」を書くのが一般的な書
き順。したがって偏の縦線は下に突き抜けない。一画目は左
から右に書く。平安以降は咎なし点をつけることが多い。
【却】「卻」の異体字で五経文字や康煕字典では俗字とされて
いるがその出現は早く、漢代にまでさかのぼる。文部省活字

も俗字を採用している。旁を「阝」と誤ったものも多い。
【即】漢代の隷省／隷変である。康煕字典には「卽今作即」と
ある。開成石経でもこの字体が使われている。文部省活字も
この字体を採用している。漱石は正字と通字の折衷のような
字体を書いている。

印

危
危

却
卻

即
卽

卵

イン
しるし

キ
あぶない
あやうい
あやぶむ

キャク
かえって
しりぞく
しりぞける

ソク
すなわち
たとえ
つく
もし

ラン
たまご

教4常①

教6常①

常①

②

常①

人③

教6常①

元暦萬葉⑦

元暦萬葉⑲

関戸本朗詠

粘葉本朗詠

墨流本朗詠

元暦萬葉⑳

元暦萬葉①

墨流本朗詠

開化往来

節用

小笠原諸札大全

絵本黴瘡軍談

節用

節用

後家 続消息往来

再板農業全書

卩4

卩4

卩5

卩7

卩6

卩5

卩7

國定教科書

陸軍

漢字要覧

陸軍

陸軍

漢字要覧

教科書〈同字〉

教科書〈俗〉

×

×

江戸五経〈俗〉

正始石経

印
現代中国

危
現代中国

却
現代中国

即
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

毛公鼎

金文

大盂鼎

史頌𣪘

金文

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

郭店楚簡

中山王方壷

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

居延漢簡

敦煌漢簡

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

馬王堆

馬王堆

武威漢簡

馬王堆

馬王堆

元嘉画像石

石門頌

甫阝閣頌

史晨前碑

乙瑛碑

石門頌

書譜

万歳通天進帖

十七帖

集字聖教序

集字聖教序

大観帖

集字聖教序

弔比干墓文

劉碑造像記

論経書詩

金光明経②

摩訶般若
波羅蜜経

高貞碑

論経書詩

温彦博碑

雁塔聖教序

孔子廟堂碑

昭仁寺碑

漢書簫望之伝

等慈寺碑

等慈寺碑

五経文字

五経文字

開成石経

聾瞽指歸

杜家立成

聾瞽指歸

王勃詩序

王勃詩序

花園天皇誡
太子書 年始状

開化往来

卩5

卵
現代中国睡虎地秦簡

望山楚簡

説文篆文

説文古文逸字

馬王堆

馬王堆

甫阝閣頌 江戸九経 篆隷萬象名義

類聚古集⑰

114 115

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【卩】印
4
危

4
却

5
即

5
卵

5

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作



されている字体には「卩」の中に点があるが、これは誤りで
はないだろうか。『五體字類』（3版）では「卩」の中の点を省
いている。
【厄】五経文字の親字ではなく説明にこの字が使われている。
【厘】「厘」「廛」「釐」が同字種の異体字なのか、別字なのか。

古代には「厘」にあたる字体は見えない。王羲之が宋搨祖石
絳帖で草書の「釐」を書いているが、字体は「厘」のような
ので、「釐」の草書から「厘」ができたと考えることもでき
る。北魏では「廛」の字種に「土＋厘」を書いたり、「厘」を
書いたりしている。官板干禄字書では「厘」と「廛」を同字

【卸】江戸干禄では、偏を「垂」としたものを〈正〉とし、偏
の下部を「山」とするものを〈通〉としているが、五経文字
では、「卸」を正字として修正している。漱石は江戸干禄に掲
載の2種の字体を書いている。漱石は干禄字書を持っていた
のかもしれない。

【卿】説文篆文に従えば「卿」になるはずだが、そのような字
体は五経文字の他にみつからない。漢代から「卿」を書いて
おり、干禄字書も日本の文部省活字もそれに倣っている。康
煕字典は「卿」を採用しているが、「即」の字種では「卽」を
採用しており、一貫していない。官板 五経文字の〈石経〉と

卸

卿
卿

卿

厄

厚

厘
廛

シャ
おろし
おろす

キョウ
ケイ

ヤク
わざわい

コウ
あつい

リン

テン
みせ
やしき

常①

人①

常①

教5常①

常①

元暦萬葉②

元暦萬葉②

金峰山埋経願文

粘葉本朗詠

節用

本佐録

節用

農家調宝記嗣篇

節用

卩9

厂2

厂7

古文

陸軍

陸軍

陸軍

卿
現代中国

厄
現代中国

厚
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

殷 金文

甲骨

金文

金文

金文

金文

望山楚簡

金文

金文

金文

金文

睡虎地秦簡

郭店楚簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文古文

居延漢簡

居延漢簡

敦煌漢簡

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

銀雀山竹簡

乙瑛碑

史晨前碑

張遷碑

史晨前碑

西狭頌

熹平石経

十七帖

十七帖

東方朔画賛

集字聖教序

集字聖教序

鄭羲下碑

王馨墓誌

元祐墓誌

王遷墓誌

九成宮

泉男生墓誌

李寿墓誌

度人経

伊闕仏龕碑

温彦博碑

于志寧碑

干禄・序

五経〈説文〉

五経〈石経〉

江戸五経・説明

開成石経

王勃詩序

聾瞽指歸

賢愚経断簡

杜家立成

杜家立成

篆隷萬象名義

古今千五百
題発句集

節用 卩7 江戸干禄〈通〉

卸
現代中国説文篆文 古文尚書⑤ 江戸干禄

五経文字

王勃詩序

聾瞽指歸

算法地方大成

广12

厂7 漢字要覧

江戸五経〈訛〉

厘
現代中国

説文篆文

和邃墓誌

孫遼浮図銘 陸紹墓誌

美人薫氏墓誌 五経文字

江戸干禄

江戸干禄
〈厘の或体〉

116 117

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【卩】卸
7
卿

8
【厂】厄

2
厚

7
厘

7

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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字は干禄字書でいう〈俗〉を採用している。種、「釐」は別字としている。康煕字典は「厘」の項に「俗作
釐省非」とある。漢字要覧では「物ノ数量ヲ記スル時ニ限リ
テ、別體ヲ用ヰルモ妨ナシ」とし「厘」は「釐」の異体字の
特別な用法とする。明治の漢字もは「厘」を「釐」の許容と
する。陸軍幼年学校用事便覧は「實ハ別字」とする。

【原】古代の文字を見ると旁に角はついていない。角をつけ
るのは字体の差ではなく、説文の様式の差なのではないだろ
うか。干禄字書では角ありを〈正〉、角なしを〈俗〉とする。
【廐】この字は元 「々广」の字らしい。説文篆文を根拠とすれ
ば五経文字の字体が正字ということになるだろう。文部省活

釐

原

廐
廐

廏

厨
廚

リ
おさめる

ゲン
はら
たずねる
もと

キュウ
うまや

ズ
チュウ
くりや

教2常①

人①

人①

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉⑬

上宮聖徳
法王帝説

無量義経

江戸方角

算法地方大成

節用

節用

庭訓往来

節用

庭訓往来

厂8

古文

古文

厂11

广11

广12

广12

明治〈標準〉

明治〈許容〉

明治〈標準〉

明治〈許容〉

明治〈許容〉

江戸干禄〈俗〉

干禄〈俗〉

江戸五経〈訛〉

江戸五経〈訛〉

原
現代中国

厩
現代中国

厨
現代中国

散氏盤

散氏盤

大克鼎

金文

金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

里耶秦簡

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文古文

説文篆文

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

居延漢簡

石門頌

張遷碑陰

熹平石経

元嘉画像石

書譜 鄭羲下碑

于景墓誌

皇甫誕碑

宋夫人墓誌

道因法師碑

春秋穀梁伝
集解

礼記鄭玄注③

元悌墓誌

江戸干禄

干禄字書

五経文字

五経文字

王勃詩序

聾瞽指歸

花園天皇 里11

古文

漢字要覧 江戸干禄〈俗〉

金文

金文

金文

金文

説文篆文 王舎人碑 宋搨祖石絳帖 集字聖教序 檀賓墓誌 雁塔聖教序

史記燕召公
管蔡世家残巻

江戸干禄 篆隷萬象名義

118 119

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【厂】原
8
廐
10
厨
10

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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厭

厳
嚴

去
厺

エン
オン
ヨウ
あきる
いとう

ゲン
ゴン
おごそか
きびしい

キョ
コ
さる

①

経6常①

人②

教3常①

元暦萬葉⑩ 節用 厂12

厌
現代中国金文 説文篆文 馬王堆 智永千字文 興福寺断碑 金光明経② 等慈寺碑 五経文字 王勃詩序

上宮聖徳
法王帝説

粘葉本朗詠

名家手簡

絵本黴瘡軍談 口17

古文

×金文

金文

金文

金文

睡虎地秦簡 説文篆文

説文古文

馬王堆 乙瑛碑

西狭頌

王献之十七帖

智永千字文

王僧墓誌

元珍墓誌

元洛神墓誌

元暉墓誌

高華英墓誌

鄭羲下碑

倪寛伝賛

倪寛伝賛

道因法師碑

五経文字

王勃詩序

杜家立成

法華義疏

聾瞽指歸

严
現代中国

元暦萬葉② 節用 厶3

本字

陸軍〈本字〉

去
現代中国甲骨 金文

金文

金文

古璽

古璽

郭店楚簡

説文篆文

泰山刻石 馬王堆

馬王堆

乙瑛碑 澄清堂帖

十七帖

初月帖 張猛龍碑 九成宮 干禄・序 王勃詩序

農家用文章大全馬王堆

敦煌漢簡

書譜 智永千字文 金光明経② 道因法師碑

性霊集

聾瞽指歸

寶林
金剛場陀羅尼経

王勃詩序

120 121

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【厂】厭
12
厳
15
【厶】去

3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【又】金文には「右」という意味で「又」を用いている例があ
り、古璽には「有」という意味で「又」を用いている例があ
るという。

参
參

又

叉
及
及

サン
まいる
まじわる
みつ

ユウ
また

サ
シャ
また

キュウ
および
およぶ
およぼす

教4常①

②

常①

人①

常①

元暦萬葉②

嵯峨天皇

元暦萬葉①

屛風土台

庭訓往来

本願念仏利益章

節用

又0

又1

又2

古文

古文

○

又
現代中国

叉
現代中国

及
現代中国

甲骨

甲骨

甲骨

金文

大盂鼎

金文

毛公鼎

毛公鼎

侯馬盟書

侯馬盟書

侯馬盟書

郭店楚簡

石鼓文

睡虎地秦簡

石鼓文

説文篆文

説文篆文

説文篆文

説文古文

説文古文

説文古文

居延漢簡

銀雀山竹簡

居延漢簡

馬王堆

馬王堆 史晨後碑

曹全碑

史晨後碑

十七帖

十七帖

興福寺断碑

蘭亭叙

蘭亭叙

集字聖教序

鄭羲下碑

元徽墓誌

中岳崇高霊廟碑

魏霊蔵造像

九成宮

房山雲居寺石経

孔子廟堂碑

九成宮

五経文字

五経文字

江戸干禄・序

五経・序

王勃詩序

仏説弥勒成仏経

王勃詩序

風信帖

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉①

元暦萬葉④

七夕

書札重宝記

農家用文章大全

厶9

古文

漢字要覧

陸軍

参
現代中国金文

大克鼎

毛公鼎

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

子弾庫楚帛

説文篆文

説文或体

馬王堆

武威医簡

史晨後碑

曹全碑

淳化閣帖

澄清堂帖

王献之 敬史君碑

元珍墓誌

爨龍顔碑

元虔墓誌

九成宮

孔子廟堂碑

道因法師碑

韋頊墓誌 倪寛伝賛

九経〈説文〉

九経〈隷省〉

王勃詩序

聖武天皇雑集

122 123

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【厶】参
6
【又】又

0
叉

1
及

2

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。

『字体変遷字典』大熊肇試作


